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かほく市社会福祉協議会広報誌

2013No. 19 みんなで築〈地域福祉のまちづくり

か1まく市内 6会喝で

各小学綬匡の位毘を対象に

住民座際会を開催しました

2 平成 25" 度会員募集

2 質問会員の紹介

2 ご若志ありがとうございま" (穏告)
3 ゐん怠元気で輝いていま¢! (各国俸の活劇綴告〉

4 ボランティア報告[!II習会"'''寄り添い人 E向き合う傾聴の福恵 J
5 住民座談会の開催

5 ポランティ?グル ブ紹介「あ 8話し相手ポラシティ?ガぼくひまわりの会 J

6-7 共同募金事 is

8 社製 2問介緩ひろば



かほく市社会福祉協議会平成25年度会員募集

融蒋-....jililJ)'JS::.:-.mJIJi. Clr..z:.，~;LS叩岨主嗣町

会uの募集1 ;1.: {I 間を通じて行っております.みなさまのご理解とご協力をお願いいたします.

0 会員と[;t?
かほ< ttiに詳らす住民のみなさま一人ひとりが地崎禍植の良き哩解者に

なっていただくために そして、さまざまな地域桐祉活動の即動力になって

いただくため、会民の加入をお願いしています.

@会員の種類と会費〈年齢 一般会員の募集につきましては
一般会員(世帯) 200刊 毎年、 7 月 -8 月にかけて町会区

特別会員(偶人・図体) 1.000阿 長会迎合会を通じてご酬させて

賛助金員(法人) IO,ooalll いただいております.

賛助会員のご紹介

かほく iii社会嗣祉協鑓会では、 n助会Uの加入をお願いしています.

『地域の編祉向仁に民猷したもりなどのお脅えがある企 m簿の怖さまに、

社協会員として財政闘から社協の福祉*i$::をサポートしていただいています.

ー

I
1

{五十円削'"雌511剖J 15日llllf)

。工ー自動車線式会社機

。セレモニステーションはまなす樺

。東日本ツーリスト樟式会社樺

。松本自動車サービス株式会社織

。有限会社轟自動車織

ONPO法人若葉機

。今村会計事暗所棟

。様式会社ヴァケーション様

。向潟自動車整備工湯稼式会社槽

l 。かほ〈市七嫁女性会樺

。河北ガス水道株式会社機

Cきくのや韮局樺

一。岸段備工輩様式会社栂

平成24年度もたくさんの方から福祉向上にとご寄附をいただきました.

みなさまからの苛附金ほ、地岐福祉の向上を目的に社会福祉協機会が後進する社会福祉事業

に有効に活用させていただきます. (順不同) (平成 24句 I IH I 日~平成25<ド3HlG日受付分)

・か1ま〈市まつり実行垂員会織 .有限会社沢本シェル樟

・様式会社ダイナム機(玩具、日用品一式)

※社会幅祉協脱会への寄附金は 所得般住民税の俊除対畿になります.

次の皆さまかりはプルタプ収集にご協力いただきました.

.金湾小学校樟 ・字ノ貫中学枝様 ・河北台中学枝様

・七彊保育園保護者会樺

ほカ多〈の 'il~のみt.さまからプルタプや観測済み切手 録。U!1iみインタカートリッジの収集にご凶力いただきましたA

市町一国「
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4 ， 000 門

300 門

460 門

4月 1 日~翌年 3月 31 日
t毎度単位 隼庫内の闘争途契約でも緬償却月以"固まで}
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昨が

a-

す べ て の 繍 償 金 額 の

引 き 下 げ

,0 ， 000 門6 ， 500 門

6 ， 000 門

450 門

690 門

亙語」ーー
基本タイプ

天災タイプ

掛金

(毎舗)
-錫金(保険制}の全面

見直し

補償期間

TEL(076)285-8885

師首「

• rボランティア訴動保険J は日本国内におけるボランティア活動中のさまざまな事般によるケガ
やttH!f防fllrt任を補償します. 何事細は ボランティアセンタ まで)

駅周VII入も受付しておηます.お気絡にボランティアセンタ へお問い合わせくださ t、

か Iii;( iTi tま陥だよリ
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開 161100170門:
の現金.お司書世いただきました. ,

ご値凶l;りがとうございました I ,
、脇…6

、..
募金名 募金額

赤い羽線共同募金 1.783.160

歳末たすけあい募金 4.317 ,610

合計 6,100,770

{鳳位-各募金の実績

.共同募金額実績の肉駅
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<l>1U
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北中町
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配分緩

240.000

415.000

255.000

945.000

30.000

1.125.000

3.010.000

1,051 ,610

256.000

4 ,317,610

一一一"主主一一一一一
要録麗也得 何8也格}

要介湿包帯ω‘曙援者3ω3包得}

特別兇宣狭義手当隻鎗者'"世俗〉

主主主陽書児者施股など (225名)

見舞金細呈事着震計

地織帰社サービス事績

軍覇防経費値動資材眠入鋼便何忽ど》

歳末たすけあい事金配分合計

，.他門〉

447 ,000

165.000

配分額

10.000

1.783.160

1.161.160

配分先

県内全域への配分
(福祉活動貨として配分)

かほ〈市内への配分

(福祉活動貨として配分)

災寄準備金

(県内での災書崎ポラ〆ティアが

活動するための費用として樹立}

運動綬費
(運動資材鵬入郵便料'"ど)

赤い羽根尖同募金配分合肘

みなさまの善意は立のように控立てられています.

卜卜いいtい岬哨、咽叩哨羽鞘珊 4根R

剖勾唖に笥せられた d亦眠い羽桜 1共t闘第金は 川 剖M内笠に奇せられた越叫叫 Jたすけあい草金，"， し

田年 n度医、市内で偏祉話動を行う偏昨抽佐悶体やポ 川支榎を必 2妥盛とする人々が、地域で安心して静らせ

ランテイア聞体など四支 a彼aのために使われま 川るよう制祉活動の推進に使吋オ 1ました.

す.

赤い羽織共宵募金を

か!ま <.r 町内の福1JI活動のためなどに

[カ斗まく市社会前祉協議会による

「健腐敗自の仰ぅ (-J

日頃 研修得に参加する機会の少

ないかほ<!If内の聴覚怖がいの告

さんに かほぐ市 1[( 前講座を利 III し

て『こころの州気』と姐して健康数

訴を附催しました.

昔前田町

b〆

轟璽蓋霊尋問事

[t.'!'.矧雌纏老人ホームことぷき闘での
..'"式の峨子]

かほく ilf 共同募金委It会会長の袖野

利一郎 rt i!元が 市内の老人福祉施政に

入所している");-人ひとりに脅築をか

けながらお見努金を手渡しました.



ご自分の介瞳生活をチェックをしてみましょう!

•
介護生活編

地近、介携に頑張っているけど

このまま続けていけるかな?

•

:。介護はおもに自分一人で朽っている 。。。。。。 jはい i いいえ i
.......
:0 r介護は自分が頑張らないと」と思っている 。。。。 : はい :し、いえ J.....
:。介護がいつまで続くか先行きが見えず不安である oo jはい j いいえ i

:0 介誼のために地人が家に入るととに抵抗がある 00 : はい 1 いいえ:
‘ -ー ・白、

;。以前より喪う回数わな減ったり、いつもイライラしている : はい J いいえ:
、・・ ......·f

io- 人に金2のが面停く古いー。。。ー。。。ー。。。? i史、 i し:吋 j

:0 介誼の悩みを聞いてくれる人がいない。 00000 : はい ;いいえ:

:。以前より童欲も気力も落ちている 。 000000 : はい j いいえ!
4 ・・ーーーー .,

Ifはい」が多いほどストレスが溜まっている可能性があります

@園田川ストレスが…

要注意 tfZSFZ自民自:2233424認53.

乙 :::.'\l陣叫胸旬開 ストレスが調まりつつあります
問団 }ι 酬は充分に取れていますか9 自分の州はとれていますか。
\品4ノもう少し 時々息抜きすることをお勤めします.

@回四国…上一一
その調子 :?鰭が儲けられるように時々ストレスチェックをしまし

•

.0・0・0・0・0・ o.。居宅介護支鑓サービス

介護支侵専門arケアマネージャー)が介鰭サービスをご利HIいただくための納額や

ケアプラノの作成を行います.

訪問介護サ ビス

訪問介績a rホ ムヘルパ)が商船のカや闘がいをお待ちの方のお'色を紡問して

注訴視助サ ピスや身体介讃サ ピスをご鎚供いたします

お気縫にお問い合わせ、ご相級ください τEL(076)285-2883 FAX(076)285-2885•多奪行 鋼製 を士会福祉活人tIほ〈市社会福祉協組会 〒'"ト1173 か陪〈前章隠ロ毘.地>0'七塚健康福祉センタ肉〉

&[uau..vwu) ……kyo.or.jpf 一一醐5 山間開制9m

出向叫り初旧日


